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47 Maegaki-ke Family  Period 1955 Hiroshima Pref. Higashihiroshima City  No Permission 

見た瞬間、誰もが魅了される美しさである。三方から見ることができる閉ざされた空間に、楚々として

立つ麗人を見る思いだ。何か懐かしく、郷愁がこみ上げてくる。植栽と大きな川石が背後に控え、複雑な

形の出島には清清しい苔が茂っている。前列には角張った石が組まれており、手前の空間には舟石が書院

に向かっている。建物と大海の間にはデフォルメされた洲浜が敷かれている。 

 奥に野筋があり、書院からの景観に奥行きを与え、左右から互い違いに出島が作られ、景観を豊かにし

ている。出島は極端に長細く、高低があり、洲浜様式で全体として霞形である。 

 特別の高価な石は用いておらず、材質に頼らない石組の面白さが現れている。重森の初期の特徴であり、

清新さが感じられる。後ろ側にある大きな石は旧庭にあったものであるが、手前にある角張った石は前垣

家の山から掘り出したもの。重森はこの角張った部分で自己の表現をした。特に立石と横石の組み合わせ

は彼の出世作である東福寺方丈のそれを髣髴させる。 

 前面にある空間は、余白の美ともいうべきか。 瀬戸内海を象徴する洲浜は大きく湾曲し、そのデザイン

の卓抜さに重森の原点を見る。従来の日本庭園には見られない手法であり、重森のオリジナルである。こ

れは鞍馬石の洲浜模様のうち最も初期の作品と思われる。この空間の要になるのが舟石で、この一石で庭

園が動き出し物語が始まる。一方、坪庭の石組は小さい庭だからこそ凛とした姿が美しく、重森の抽象の

世界が現れている。将来必ず注目される作品だ。 

 

重森の初期の作品であるが、高価な石を使うことなく巧妙な作庭手法は教科書を見る思いだ。 

特長を箇条書きに記すと以下のようになる 

①石組み群の手前の石組みは、藏元の山から探し当てた石であるが、この欠損部のあり稜線の鋭い石の選択こそ、こ

の庭の質を決定している。 

②奥の大きな石組は、既存の庭にあった普通の山石であるが、その中に手前の石組みに呼応する尖った石を入れるこ

とにより、手前の石組みと関連性を持たせた。 

③画面中央部にある三つの小石は造形に奥行きを与え、かつ背後の欠損部の石を大きく見せる効果がある(逆遠近法) 

④洲浜の造形が軒下から始まり、庭園本体の一部となっているため、庭園と建築が一体化される。このように洲浜の

造形が軒下から始まったのは、前垣家が最初の例である。以後個人邸では大半がこのような地割となり、多大な影

響を与えた。 
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重森らしさが出ている石組み中心部：小ぶりな石ながらの個性的な石で組まれた造形はから創作庭園が生まれた 

同じサイズで同じ形の石組みは類を見ないが、横になった石の欠損部がその欠点を補って余りある、不思議な造形が生ま

れた。重森作品の最高傑作と云える。 
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庭に入り込んだ書院からの景色は、庭の中にいるような一体感を覚える。庭園と建築が一体であるべき、との見本である。 

手前にある稜角の鋭い石組み群、その背後の交差する柔かな苔地の出島、最背後の石組みは既存の庭石が中心であるが、尖

った石を入れることで、前列の石組と違和感を無くした。 
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左側からの夕陽が、杉の板塀に反射して、鉄分を含んだ石は柔らかな温かみのある雰囲気に包まれた。 

 


